職種：情報システム　　職務：情報システム

【概要】

　情報戦略の策定やシステムの設計・運用・管理・改善等を行う仕事。

【仕事の内容】

　情報システムの仕事は、会社の経営戦略を踏まえて情報化戦略を立案し、その実現に向けてシステム化を推進するとともに、システムの運用・保守管理や評価を行い、改善策を立てることが主要業務である。

　情報システムの仕事は、大別すると、経営情報化企画、業務の分析・評価・改善、システムの開発、ITソリューションの選定・活用、システムの運用管理等である。近年は情報セキュリティへの関心の高まりもあり、経営情報システム部門の役割も従来以上に高まっている。

経営情報システムの仕事は、社外のIT専門会社等を活用しながら業務を行う場合も多い。

【求められる経験・能力】

（1） 情報システムの仕事を行うためには、コンピュータやネットワーク関連の技術的知識が必要であり、大学、専門学校等で一定の専門技術を習得していることが望ましい。ただし、未経験者であっても採用・配属し、勤務しながら必要な知識や技能を習得させる企業も少なくない。

（2） 情報システムの仕事を的確に遂行するためには、コンピュータ関連の知識だけでなく、会社の業務プロセス全体を理解し、現状の問題点や課題を発見してその解決に向けて計画的に作業を進める能力も求められる。

（3） また、システムの設計等においては社内外の関係者を交えた共同作業となる場合が多く、チームワークやコミュニケーションの能力も必要となる。

【関連する資格・検定等】

· ビジネス・キャリア検定試験（経営情報システム１級～３級）〔中央職業能力開発協会〕

· 情報処理技術者試験（システムアナリスト、プロジェクトマネージャ、アプリケーションエンジニア、ソフトウェア開発技術者、テクニカルエンジニア（ネットワーク、データベース、システム管理、エンベデッドシステム、情報セキュリティ）、情報セキュリティアドミニストレータ、上級システムアドミニストレータ、初級システムアドミニストレータ、システム監査技術者、基本情報技術者）〔独立行政法人情報処理推進機構〕

　など多数

【労働省職業分類（小分類）との対応】

　０６１　システムエンジニア　　２５２　企画・調査事務員


